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昭和48 年度第７回委員会

日　　時：昭和49 年２月９日（土）

場　　所：学士会館本館

出 席 者：Ｏ 　は委任状受託数

梅田博之，岸本通夫，北村甫（１），国広哲弥，小泉保，江実，

佐藤則之，柴田武（９），徳川宗賢，長谷川欣佑， 服部四郎，

湯川恭敏，（白紙委任6 ）【委員総数40 名1；井上史雄（幹事）

議　 事:1 ） 第６回委員会議事録を確認した。

2） 第１回委員会議事録の一部を修正したことについて報告があう

た。

3） 日本学術会議語学文学研究連絡委員会への本学会代表梅田博之

委員より次の報告があった。「去る２月７日の同委員会にCIPL

の 執行委員 服部 四郎氏が出席し，第12 回国際言語学者会議

（1977洋 ）の日本招致に関し説明し， 同会議がもし日本で開か

れることになった場合，学術会議より補助金を出して貰いたい

旨要請したのに対し，同委員会としてはこれを諒承，ただし同

言語学者会議の正式の組織委員会が発足するまでは同委員会に

おいてこの件を受持つことになった。」

4） 制度検討のための小委員会の一員に柴田委員長を正式に加える

ことが提案され，諒承された。

5） 学術会議中央選挙管理会臨時委員に梅田博之氏を選出した。

6） 朿洋学連絡委員の小沢重男氏が海外出張中のため小泉保氏に代

理としての出席を委嘱した。

7） 制度検討のための小委員会のこれまでの経過について，江座長

から報告があった。
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8）『言語研究』 の編集・発行の事情につい て， 北村編集委員長よ

り報告があうた。

9』 昭和49 年度大会を大阪大学で行なうこと に なった。 シンボジ

ウムのテーマを「タイポロジー」関係として江氏にオーガナイ

ザーを依頼することになった。

10） 学会の経理事情を改善するための種々の方策が検討されたが，

昭和49年度から会費を3,000 円に改訂せざるをえない とい う結

蹌に達し，あらかじめ会員に通知し諒承を求めることになった。

昭和49 年度第１回委員会

日　　時：昭和49 年４月27 日（土）

場　　所：学士会館本館

出 席 者：Ｏ 　内は委任状受託数

梅田博之，大江孝男，大束百合子，岸本通夫，江実，阪倉篤義，

佐藤純一，佐藤則之 柴田武（11）,徳川宗賢, 服部四郎, 湯川恭畆

（白紙委任3 ）【委員総数40 名】；井上史雄（幹事）樋口時弘（幹事）

議　 事:1 ） 昭和48年度第 ７回委員会の議事録を確認した。

2） 制度検討のための小委員会の進行状況について他学会の組織の

検討が済んだ旨，江座長より説明があった。

3） 九学会連合の活動状況について，徳川委員より説明があった。

４） 秋の大会（10月12 日・13 日，大阪大学）の計画進行状況につい

て江委員，岸本委員より報告があった。

5） 大会当日の運営―切については大会運営委員長が権限を持つこ

とについて確認を求める提案があり，諒承された。

6) I. Iordan 氏 または Ａ, Niculescu 氏の特別講演会をロマンス

学会と共同で行なうことについて提案があり，諒承された。

7） 嘱託の待遇を改善することについて話し合いがあ った。

8） 東洋学連絡会議臨時委員を委嘱した小泉氏へめ旅費支給が諒承

された。
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第28 回九学会連合大会

昭和45年５月２日・３日日本都市センターにて開催。 テーマは「沖縄」。 本会

からは，大城健氏の「琉球・宮古の童名について」および仲宗根政善氏の「言語

学から見た沖縄」の二つの発表があった。
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言 語 研 究　 第64 号 訂 正

女真音再構成考　清瀬義三郎則府
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Corrigenda t ｏ Ｇ四ｇθ瓦｡znkyu Vol.  65;

Review :　Samuel Ｈ. Elbert : Spoken Hawaiian.  (Hiroshi K ｕKI）
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◇本誌は文部省昭和49年度科学研究費補助金の交付を得て刊行されたものである。
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